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毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
、
江
東
区
民

俗
芸
能
大
会
は
10
月
18
日
（
日
）
の
区
民
ま

つ
り
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

午
前
の
部
〔
木
場
公
園
内
入
口
広
場
〕

午
前
11
時
〜
午
後
12
時
30
分

　
【
都
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
】

　

木
場
の
角
乗 

（
木
場
角
乗
保
存
会
）

午
後
の
部
〔
木
場
公
園
内
ふ
れ
あ
い
広
場
〕

午
後
1
時
〜
１
時
40
分

　
【
都
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
】

　

木
場
の
木
遣 

（
木
場
木
遣
保
存
会
）

　
【
区
登
録
無
形
民
俗
文
化
財
】

　

木
場
の
木
遣
念
仏 

（
木
場
木
遣
保
存
会
）

午
後
１
時
45
分
〜
２
時
25
分

　
【
区
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
】

　

砂
村
囃
子 

（
砂
村
囃
子
睦
会
）

午
後
２
時
25
分
〜
２
時
40
分

　
【
区
登
録
無
形
民
俗
文
化
財
】

　

富
岡
八
幡
の
手
古
舞

（
富
岡
八
幡
の
手
古
舞
保
存
会
）

午
後
２
時
50
分
〜
３
時
45
分

　
【
都
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
】

　

深
川
の
力
持 

（
深
川
力
持
睦
会
）

※ 

演
技
の
内
容
に
よ
り
時
間
が
多
少
ず
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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江
東
区
民
ま
つ
り

民
俗
芸
能
大
会

木
場
公
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で
開
催

’０9 江東区文化財保護強調月間

木場の角乗

深川の力持

1952年 都指定
無形民俗文化財
1952年 都指定
無形民俗文化財

1956年 都指定
無形民俗文化財
1956年 都指定
無形民俗文化財

○09江東区文化財保護強調月間
　民俗芸能大会演目紹介
東京文化財ウィーク

　東京８区文化財古民家めぐり
○中川船番所資料館特別企画展

　　「江戸の流通と中川番所」　
□国登録有形文化財「旧東京市深川食堂」
深川東京モダン館

　市民の食生活を支えた市設食堂
☆江東歴史紀行

莫越山神社と祖神信仰
　　～江戸東京の大工職組合～
○「深川東京モダン館」10月10日オープン
◎ココにも歴史があった
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木
場
の
角
乗

　

江
戸
時
代
か
ら
木

場
の
川
並
は
、
水
に

浮
か
べ
た
角
材
の
上

を
軽
々
と
動
き
回

り
、
鳶
口
を
使
っ
て

選
別
や
筏
に
組
む
作

業
を
し
て
い
ま
し

た
。
角
乗
り
は
そ
う
し
た
日
常
の
仕
事
の
中

か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
、
次
第
に
角
材
を
乗

り
回
す
技
術
に
道
具
を
用
い
る
よ
う
に
な
り
、

よ
り
高
度
な
技
が
考
え
出
さ
れ
ま
し
た
。
や

が
て
芸
能
と
し
て
一
般
に
披
露
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
文
政
３
年
（
１
８
２
０
）
に
は
角

筈
熊
野
十
二
所
権
現
（
現
新
宿
区
）
で
興
行

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
演
技
者
を
「
太
夫
」
と

呼
び
、
演
目
ご
と
に
テ
ン
ポ
よ
く
語
ら
れ
る

口
上
に
は
こ
う
し
た
歴
史
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

木
場
の
木
遣
・
木
遣
念
仏

　

木
遣
は
川
並
衆
が
木

材
を
水
か
ら
揚
げ
た
り

運
搬
し
た
り
す
る
時

に
、
お
互
い
の
息
を
合

わ
せ
る
た
め
掛
声
の
よ

う
に
即
興
の
詩
を
つ
け

て
歌
っ
た
も
の
で
す
。

材
木
の
大
き
さ
に
よ
り

間
が
異
な
り
大
間
・
中

間
・
早
間
に
分
か
れ
、
こ
の
ほ
か
大
木
遣
や

納
の
木
遣
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
歌
詞
に
川
並

の
日
常
の
仕
事
と
結
び
つ
い
た
用
語
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
特
徴
で
す
。

　

木
遣
念
仏
は
、
大
数
珠
を
繰
っ
て
百
万
遍

念
仏
を
唱
え
ま
す
。
木
場
の
川
並
、
船
頭
、

材
木
屋
で
組
織
さ
れ
る
永
代
講
で
仲
間
の
家

に
不
幸
が
あ
っ
た
時
に
お
こ
な
っ
て
い
ま
し

た
。
音
頭
を
と
る
人
が
１
人
、
木
魚
を
叩
き

算
木
を
操
る
人
が
１
人
、
そ
の
ほ
か
数
十
人

で
大
数
珠
繰
り
ま
す
。
念
仏
に
木
遣
の
節
が

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

砂
村
囃
子

　

葛
西
囃
子
の
流
れ

を
汲
む
お
囃
子
で

す
。
葛
西
囃
子
は
享

保
年
間
（
１
７
１
６

〜
３
６
）
の
初
め
に

葛
西
の
総
鎮
守
香
取

明
神
社
（
現
在
の

葛
西
神
社
）
の
神
官
が
付
近
の
農
民
に
教
え

た
「
わ
か
ば
や
し
」
が
は
じ
ま
り
と
い
わ
れ
、

砂
村
地
域
に
も
比
較
的
早
い
時
期
に
伝
播
し

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
同
時
に
披
露
さ
れ
る
獅

子
舞
で
は
、
獅
子
の
さ
ま
ざ
ま
な
仕
種
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

富
岡
八
幡
の
手
古
舞

　

長
い
間
辰
巳
の
芸
者
衆
に
よ
っ
て
受
け
継

が
れ
て
き
た
芸
能
で
、
現
在
は
保
存
会
に

よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代

か
ら
続
く
伝
統
が
あ

り
、
金
棒
を
引
き
、

木
遣
を
歌
い
な
が
ら

神
輿
の
前
を
練
り
歩

く
姿
は
、
も
と
も
と

神
輿
を
先
導
し
、
指

揮
す
る
役
割
で
あ
っ

た
こ
と
が
窺
わ
れ
ま
す
。
裁
着
袴
に
男
髷
と

い
う
男
装
の
出
で
立
ち
が
あ
で
や
か
で
す
。

深
川
の
力
持

　

深
川
佐
賀
町
界
隈
は
様
々
な
物
資
の
集
積

地
で
、
こ
こ
で

働
く
人
々
に

と
っ
て
力
は
ひ

と
つ
の
能
力
で

し
た
。
こ
う
し
た
人
々
の
間
で
、
俵
や
酒
樽

を
持
上
げ
る
曲
技
が
生
ま
れ
、
文
化
・
文
政

期
（
１
８
０
４
〜
３
０
）
に
は
職
業
的
に
見

せ
物
と
す
る
団
体
が
現
れ
ま
し
た
。
発
祥
地

で
あ
る
蔵
の
街
・
深
川
佐
賀
町
に
ふ
さ
わ
し

く
、
米
俵
の
ほ
か
に
仕
事
場
で
使
用
す
る
枡

や
長
柄
、
桶
、
脚
立
な
ど
を
使
用
し
ま
す
。

演
目
紹
介

☎３６４７－９８１９
HＰアドレス
http://www.city.koto.lg.jp/

文化観光課文化財係
問合せ

　

区
内
に
伝
わ
る
民
俗
芸
能
を

ご
覧
に
な
る
機
会
は
年
に
２
回

で
す
。
１
回
目
は
、
10
月
の
区

民
ま
つ
り
、
２
回
目
は
１
月
に

開
催
さ
れ
る
「
新
春
民
俗
芸
能

の
集
い
」
で
す
。
今
年
度
の
予

定
は
次
の
通
り
で
す
。

日
時　

平
成
22
年
１
月
18
日（
日
）

会
場　

江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー

（
２
階
）
ホ
ー
ル
（
東
陽

４
│
11
│
３
・
江
東
区

役
所
東
隣
り
）

※

詳
細
は
、
区
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、

「
木
場
の
角
乗
」
は
ビ
デ
オ
上

映
と
な
り
ま
す
。

お知らせ

永代通り

東京メトロ東西線

都営新宿線

工匠壱番館・弐番館
（森下文化センター）

小名木川

深川不動尊
富岡八幡宮

菊川

新大橋通り

清洲橋通り深川江戸資料館
平成22年7月末
まで休館中

森下
深川
神明宮

森下五丁目
バス停

木場四丁目
　　　バス停

現代美術館前

霊厳寺

葛西橋通り

清澄
白河

木場

親水館

高橋のらくろロード

高
橋

東
京
都
現
代
美
術
館

木
場
公
園

木
場
公
園

都
営
大
江
戸
線

三
ツ
目
通
り

大
門
通
り

海
辺
橋

清
澄
通
り

木
場
親
水
公
園

ふれあい広場ふれあい広場

入口広場入口広場

会場
●都立木場公園（木場4丁目）入口広場・
ふれあい広場
交通　
●地下鉄東西線「木場駅」下車徒歩5分　
●地下鉄大江戸線「清澄白河駅」・地下鉄
新宿線「菊川駅」下車徒歩15分　

●都バス 業10 〔業平橋駅前～新橋〕木場4
丁目・東京都現代美術館前下車
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都
内
に
あ
る
文
化
財
の
古
民
家
を
巡
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
住
宅
を
見
く
ら
べ
て
み
ま
せ
ん

か
。
各
区
で
は
左
表
の
日
程
で
建
物
や
地
域

の
歴
史
、
生
活
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

　

江
東
区
で
は
区
指
定
有
形
文
化
財
で
あ
る

旧
大
石
家
住
宅
の
公
開
と
解
説
を
行
い
ま

す
。
日
時
・
会
場
は
次
の
通
り
で
す
。　

10
月
23
日
（
金
）

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

11
月
４
日
（
水
）・
11
月
15
日
（
日
）

　

10
時
〜
12
時

　

時
間
内
で
随
時
解
説
・
定
員
20
名
程
度

　

■
■
は
江
戸
川
区
と
の
共
同
開
催

会
場　

旧
大
石
家
住
宅

　
　
　

江
東
区
南
砂
5
│
24
地
先　

仙
台
堀

川
公
園
内

問
合　

文
化
観
光
課
文
化
財
係

（
３
６
４
７
）
９
８
１
９

　

江
東
地
域
は
縦
横
に
掘
割
が
交
差
し
、
物

資
輸
送
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し

た
。
徳
川
家
康
に
よ
る
小
名
木
川
の
開
削
に

始
ま
る
掘
割
網
の
形
成
は
、
大
消
費
都
市
江

戸
の
成
立
が
そ
の
前
提
で
し
た
。

　

家
康
の
時
代
か
ら
、
城
の
東
に
「
最
初
の

下
町
」
と
し
て
発
展
し
て
き
た
日
本
橋
・
京

橋
な
ど
の
町
々
は
、
当
初
は
大
店
や
問
屋
の

本
店
だ
け
で
な
く
、
土
蔵
が
立
ち
並
ぶ
「
蔵

の
町
」
と
し
て
も
機
能
し
て
い
ま
し
た
が
、

や
が
て
江
戸
の
拡
大
と
と
も
に
物
資
の
貯
蔵

は
、外
周
部
の
八
町
堀
・
霊
巌
島
へ
と
広
が
り
、

や
が
て
隅
田
川
を
越
え
て
深
川
、
江
東
地
域

に
ま
で
及
び
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
地
域
ご

と
の
役
割
は
、
江
戸
が
東
京
に
変
わ
っ
て
も

継
承
さ
れ
、
今
日
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

本
展
示
で
は
、
日
本
橋
や
京
橋
に
も
多
く

見
ら
れ
た
掘
割
や
荷
物
を
上
げ
下
ろ
し
す
る

場
と
し
て
の
河
岸
の
よ
う
す
を
浮
世
絵
や
古

写
真
、
使
用
さ
れ
て
い
た
道
具
類
な
ど
か
ら

紹
介
し
ま
す
。
さ
ら
に
江
東
地
域
が
果
た
し

た
役
割
に
つ
い
て
も
、
掘
割
の
形
成
や
中
川

番
所
関
連
の
資
料
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

　

江
戸･

東
京
の
中
で
捉
え
た
と
き
の
江
東

地
域
の
果
た
し
た
役
割
を
考
え
る
上
で
、
流

通
は
欠
か
せ
な
い
テ
ー
マ
で
す
。
ご
来
館
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

期　

間　

10
月
28
日（
水
）〜
11
月
23
日（
祝
）

9
時
30
分
〜
17
時
（
入
館
は
16

時
30
分
）
月
曜
休
館　

11
月
23
日

（
月
・
祝
）
は
開
館
。

観
覧
料　

大
人
2
百
円　

小
中
学
生
50
円

場　

所　

都
営
地
下
鉄
新
宿
線
東
大
島
駅
大

島
口
下
車
徒
歩
5
分

※ 

11
月
23
日（
月
・
祝
）午
後
1
時
よ
り
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
ト
ー
ク
を
開
催
し
ま
す
。

問
合
せ　

３
６
３
６
│
９
０
９
１　

中
川
船
番
所
資
料
館

足立区

板橋区

江戸川区

杉並区

世田谷区

目黒区

北区

旧和井田家住宅
足立区鹿浜 2-44-1
都市農業公園内

旧粕谷家住宅
板橋区徳丸 7-11-1

一之江名主屋敷
江戸川区春江町
2-21-20

旧松澤家住宅
北区赤羽西 5-2-34
赤羽自然観察公園内

旧篠崎家住宅主屋・
旧井口家長屋門
杉並区大宮 1-20-8 
杉並区立郷土博物館内

世田谷区
次大夫堀公園民家園
世田谷区喜多見 5-27-14

旧栗山家主屋
目黒区碑文谷 3-11-22
すずめのお宿緑地公園内

10/18（日）・11/15（日）
11：00・14：00・15：00
（1日３回、各回45分程度、定員なし）
11/９（月）～11/15（日）
10：00～16：00
（随時解説、定員なし）
10/23（金）・11/11（水）
10：00～11：00、11/15（日）13：00～
14：00・15：00～16：00
（各回定員30名）
10/18（日）・11/12（木）10：00・13：00
10/24（土）10：00・13：30
（1日２回、各回１時間程度、定員
40名）

10/11（日）・11/３（火）・
11/21（土）14：00～15：30
（各回定員30名）

10/4（日）・10/17（土）・
11/27（金）13：30～15：30
11/28（土）10：00～12：00
（各回定員30名）
10/10（土）・10/22（木）　
13：00・14：00、11/7（土）10：00・11：00
（１日２回、各回45分程度、定員
30名）

足立区教育委員会
文化課文化財係
03（3880）5984
板橋区教育委員会
生涯学習課文化財係
03（3579）2636
江戸川区教育委員会
教育推進課
文化財係
03（5662）7176
北区教育委員会
生涯学習推進課
文化財係
03（3908）9325

杉並区立
郷土博物館
03（3317）0841

世田谷区教育委員
会生涯学習・地域・学
校連携課民家園係
03（3417）5911

めぐろ歴史資料館
03（3715）3571

江戸川区・杉並区は入場に費用（各100円）がかかります。他は無料。
各区により定員が異なります。予定定員数を超えた場合は、安全のため人数を制限させていただく場合があり
ます。
詳細は見学希望の各区へお問い合わせください。

会場
他区の日程と会場

解説日時 問合せ先 文
化
財
古
民
家
め
ぐ
り

●
東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
２
０
０
９
●

東

８
京

区

　
江
戸
経
済
の
中
心
、日
本
橋
川
の
日
本
橋
小

網
町
と
茅
場
町
を
結
ぶ
渡
し
場
で
す
。江
戸

初
期
か
ら
の
経
済
の
中
枢
で
あ
り
、沿
岸
に
立

ち
並
ぶ
白
壁
の
土
蔵
は
、「
蔵
の
町
・
小
網
町
」

を
う
か
が
わ
せ
ま
す
。「
正
宗
」と
記
さ
れ
た

酒
樽
を
積
ん
だ
船
は
、霊
巌
島
の
新
川
へ
の
便

で
し
ょ
う
か
。こ
の
江
戸
の
繁
栄
の
背
景
に
江

東
地
域
の
存
在
が
あ
り
ま
し
た
。

『
名
所
江
戸
百
景
　
鎧
の
渡
し
小
網
町
』　

歌
川
広
重
画
　
教
育
委
員
会
蔵

展
示
資
料
か
ら

「
江
戸
の
流
通
と
中
川
番
所
」

中
川
船
番
所
資
料
館
特
別
企
画
展

「
江
戸
の
流
通
と
中
川
番
所
」
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写
真
の
建
物
の
特
徴
的
な
丸
窓
に
見
覚
え

の
あ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
江
東
区
内
職
補
導
所
、
福
祉
作
業
所

を
経
て
、
こ
の
秋
、「
深
川
東
京
モ
ダ
ン
館
」

と
し
て
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
す
建
物
で

す
。
角
に
付
い
て
い
る
看
板
に
は
「
東
京
市

深
川
食
堂
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
建
物
は
、

昭
和
７
年
（
１
９
３
２
）
に
東
京
市
の
市
設

食
堂
と
し
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
20
年

度
に
現
存
す
る
数
少
な
い
震
災
復
興
建
築
物

で
あ
る
点
と
、
区
内
に
残
る
希
少
な
戦
前
の

近
代
建
築
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
文
化
財
な
価

値
が
認
め
ら
れ
、
国
登
録
有
形
文
化
財
（
建

造
物
）
に
登
録
さ
れ
る
と
と
も
に
、
区
登
録

有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
と
な
り
ま
し
た
。

写
真
は
、
そ
の
「
深
川
食
堂
」
の
竣
工
を
報

じ
る
昭
和
７
年
３
月
22
日
付
け
の
東
京
市
公

報
の
も
の
で
す
。
で
は
、
市
設
食
堂
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

設
置
の
経
緯

　

市
設
食
堂
は
、
社
会
施
策
の
一
環
と
し
て

東
京
市
が
経
営
し
た
食
堂
の
こ
と
で
、
公
衆

食
堂
と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。
昭
和
７
年
当
時
、

東
京
市
内
に
16
カ
所
あ
り
（
表
参
照
）、
設

置
の
契
機
は
大
正
時
代
に
押
し
寄
せ
た
物
価

騰
貴
に
あ
り
ま
し
た
。

　

大
正
７
年
（
１
９
１
８
）
７
月
、
富
山
県

で
起
こ
っ
た
米
騒
動
は
、
ま
た
た
く
間
に
全

国
に
波
及
し
、
東
京
で
も
８
月
13
日
か
ら
17

日
に
わ
た
り
、
銀
座
、
浅
草
、
神
田
、
下
谷

方
面
で
商
店
へ
の
投
石
や
白
米
商
が
脅
迫
を

受
け
る
と
い
っ
た
騒
動
が
続
き
ま
し
た
。
そ

の
背
景
に
は
、
米
消
費
人
口
の
増
加
や
米
を

投
機
的
に
扱
う
商
人
の
買
い
占
め
、
売
り
惜

し
み
に
よ
る
米
価
の
高
騰
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
都
市
の
中
産
階
級
以
下
の
人
々

は
き
び
し
い
生
活
難
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
人
々
の
た
め
に
、
安
く
て
栄
養

価
の
高
い
食
事
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
大
正
９
年
（
１
９
２
０
）
９
月
に
神

楽
坂
公
衆
食
堂
（
牛
込
区
通
寺
町
・
現
新
宿

区
）
と
上
野
公
衆
食
堂
（
下
谷
区
車
坂
町
・

現
台
東
区
）
が
初
め
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

大
正
11
年
（
１
９
２
２
）
に
は
、
麹
町
区
・

神
田
区
（
現
千
代
田
区
）・
日
本
橋
区
（
現

中
央
区
）・
浅
草
区（
現
台
東
区
）・
本
所
区（
現

墨
田
区
）
に
新
た
に
開
設
を
予
定
し
建
築
工

事
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
翌
12

年
９
月
の
関
東
大
震
災
で
神
楽
坂
を
除
く
公

衆
食
堂
は
す
べ
て
焼
失
し
、
以
後
、
東
京
市

の
公
衆
食
堂
設
置
計
画
は
震
災
復
興
事
業
に

組
み
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

震
災
復
興
と
市
設
食
堂

　

震
災
に
よ
り
市
設
食
堂
の
増
設
は
さ
ら
に

必
要
性
を
増
し
、
大
正
14
年
（
１
９
２
５
）

度
中
に
仮
設
を
含
め
て
10
か
所
を
建
設
し
、

焼
失
を
免
れ
た
神
楽
坂
食
堂
を
加
え
11
カ
所

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
他
、
震
災
救
護
事
務

局
か
ら
常
設
の
食
堂
を
建
設
す
る
た
め
の
資

金
と
し
て
25
万
円
が
充
て
ら
れ
、
本
郷
区
真

砂
町
（
文
京
区
）
と
深
川
区
本
村
町
に
敷
地

を
購
入
し
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。
こ
の
本

村
町
の
敷
地
に
、
大
正
15
年
（
１
９
２
６
・

昭
和
元
）
６
月
12
日
に
猿
江
公
衆
食
堂
が
開

設
し
ま
し
た
。

　

震
災
後
応
急
に
設
置
さ
れ
た
仮
設
の
公
衆

食
堂
は
区
画
整
理
に
よ
り
順
次
閉
鎖
さ
れ
、

被
害
に
あ
っ
た
食
堂
は
、
昭
和
3
年
ご
ろ
に

は
、
新
設
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

深
川
食
堂
の
建
設

　

震
災
後
の
大
正
13
年
（
１
９
２
４
）
２
月

1
日
、
深
川
黒
江
町
49
・
50
に
深
川
公
衆
食

堂
が
開
設
し
ま
し
た
が
、
仮
設
で
あ
っ
た
た

め
同
15
年
３
月
31
日
に
廃
止
と
な
り
、
昭
和

３
年
（
１
９
２
８
）
に
は
新
た
に
設
置
す
る

こ
と
を
前
提
に
し
て
、
敷
地
の
買
収
交
渉
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
５
年
（
１
９
３
０
）

に
、
和
倉
町
４
丁
目
20
番
地
が
候
補
地
と
し

て
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
市
参
事
会
で
審
議
の

結
果
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
６

年
に
深
川
黒
江
町
64
番
地
の
土
地
80
坪
を
購

入
し
、
９
月
1
日
に
建
築
工
事
に
着
手
し
ま

し
た
。
同
年
12
月
に
は
隣
接
す
る
門
前
仲
町

の
土
地
10
坪
42
勺
を
追
加
購
入
し
、
合
わ
せ

て
90
坪
42
勺
の
敷
地
を
確
保
し
ま
し
た
。
昭

和
７
年
３
月
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
２
階
建
、
延

床
面
積
１
０
６
坪
の
建
物
が
完
成
、
４
月

よ
り
営
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
総
工
費
は

５
万
１
千
３
５
０
円
で
し
た
。
こ
れ
が
写
真

の
建
物
で
す
。

市
設
食
堂
の
事
業
内
容

　

大
正
９
年
に
設
置
さ
れ
た
当
初
の
公
衆
食

堂
で
は
、
魚
や
煮
物
を
中
心
と
し
た
お
か
ず

に
味
噌
汁
と
香
物
を
付
け
た
献
立
を
日
替
わ

り
で
提
供
し
、
値
段
は
朝
食
12
銭
、
昼
・
夕

食
15
銭
で
し
た
が
、
時
代
と
と
も
に
そ
の
内

容
に
も
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

市
民
の
食
生
活
を

支
え
た
市
設
食
堂

「東京市公報」昭和７年３月２２日（東京都公文書館蔵）
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す
。
昭
和
４
年
（
１
９
２
９
）
11
月
か
ら
最

高
50
銭
を
限
度
と
す
る
嗜
好
食
や
飲
料
水
、

果
物
な
ど
の
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

昭
和
９
年
（
１
９
３
４
）
の
「
東
京
市
設

食
堂
条
例
」
に
よ
れ
ば
、
営
業
時
間
は
午
前

６
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で
、
休
日
は
１
月
1

日
か
ら
３
日
ま
で
の
３
日
間
の
み
で
し
た
。

同
「
東
京
市
設
食
堂
条
例
施
行
細
則
」
に
は

食
堂
の
メ
ニ
ュ
ー
と
価
格
が
次
の
よ
う
に
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。（『
東
京
百
年
史
』）

　

昭
和
９
年
、
米
10
㎏
2
円
9
銭
8
厘
（
小

売
）、そ
ば
1
杯
10
銭
で
し
た
（『
明
治
・
大
正
・

昭
和
・
平
成　

物
価
の
文
化
史
事
典
』）。

市
設
食
堂
の
廃
止

　

市
設
食
堂
は
、
物
価
騰
貴
に
よ
る
庶
民
の

食
生
活
難
を
緩
和
す
る
こ
と
を
主
な
目
的
と

し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
経
済
危
機
が
一

段
落
す
る
と
利
用
者
は
減
少
し
、
経
営
難
と

な
る
食
堂
も
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
11
年
４
月

９
日
の
「
東
京
市
公
報
」（
東
京
都
公
文
書
館

蔵
）
で
は
、
時
代
の
推
移
に
よ
り
営
利
目
的

の
大
衆
食
堂
が
進
出
し
、
市
営
食
堂
は
打
撃

を
蒙
り
利
用
者
数
が
減
少
し
赤
字
の
食
堂
も

多
く
、
最
も
営
業
不
振
の
真
砂
町
・
神
田
・

深
川
の
３
食
堂
は
３
月
31
日
を
も
っ
て
閉
鎖

す
る
に
至
っ
た
と
あ
り
、
深
川
食
堂
の
閉
鎖

を
報
じ
て
い
ま
す
。
閉
鎖
の
決
ま
っ
た
食
堂

で
は
、
４
月
１
日
か
ら
30
日
の
間
で
、
発
行

済
の
食
券
を
代
金
引
き
換
え
で
回
収
し
ま
し

た
。
一
方
猿
江
食
堂
は
、
同
年
４
月
1
日
か

ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
、
深
川
区
富
岡
町
の

山
本
氏
に
経
営
を
委
託
し
た
後
、
翌
12
年
１

月
15
日
、
深
川
食
堂
と
と
も
に
正
式
に
廃
止

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
と
き
神
田
・
真
砂
町
・

大
塚
・
柳
島
・
新
宿
の
食
堂
も
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。

　

深
川
食
堂
の
建
物
は
、昭
和
13
年（
１
９
３
８
）

３
月
か
ら
東
京
市
社
会
局
福
利
係
が
全
市
に

さ
き
が
け
て
発
足
さ
せ
た
深
川
栄
養
食
配
給

所
と
な
り
、
欠
食
児
童
・
虚
弱
児
童
の
他
、

各
種
夜
学
校
生
徒
や
工
場
作
業
員
を
対
象

に
、
一
食
平
均
８
銭
で
食
事
を
配
給
し
ま
し

た
。

　

翌
14
年
の
凶
作
に
よ
り
戦
時
下
の
食
糧
問

題
が
深
刻
化
し
、
さ
ら
に
16
年
か
ら
の
配
給

制
度
の
実
施
、
17
年
の
食
糧
管
理
法
の
公
布

な
ど
に
よ
り
、
業
務
用
の
米
の
配
給
も
次
第

に
規
制
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
18
年
３
月
、

深
川
栄
養
食
配
給
所
は
再
び
深
川
食
堂
と
改

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
設
食
堂
は
、昭
和
19
年（
１
９
４
４
）
４
月
、

米
飯
提
供
所
と
と
も
に
雑
炊
食
堂
と
な
り
、

一
食
30
銭
程
度
で
雑
炊
を
提
供
し
ま
し
た
。

11
月
に
は
前
年
に
施
行
さ
れ
た
都
制
を
う
け

都
民
食
堂
と
改
め
、
戦
後
は
、
外
食
券
食
堂
、

民
生
食
堂
へ
と
変
遷
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
推
移
す
る
社
会
情
勢
の
な

か
、
市
民
に
安
く
て
栄
養
の
あ
る
食
事
を
提

供
す
る
と
い
う
公
衆
食
堂
の
理
念
は
継
承
さ

れ
て
い
き
ま
し
た
。

＊　
　

＊　
　

＊　
　

＊

　

歴
史
的
建
造
物
で
あ
る
「
旧
東
京
市
深
川

食
堂
」
の
建
物
を
保
存
し
活
用
す
る
「
深
川

東
京
モ
ダ
ン
館
」
は
、
外
観
は
建
築
当
時
の

姿
に
近
づ
け
、
内
部
に
は
当
初
の
様
子
が
偲

ば
れ
る
階
段
な
ど
が
そ
の
ま
ま
保
存
さ
れ
て

い
ま
す
。
か
つ
て
ち
ょ
っ
と
モ
ダ
ン
な
メ

ニ
ュ
ー
を
取
り
そ
ろ
え
て
い
た
公
衆
食
堂
を

思
い
浮
か
べ
、
大
正
か
ら
昭
和
へ
の
過
度
期

の
暮
ら
し
に
思
い
を
馳
せ
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
。（

文
化
財
主
任
専
門
員　

向
山
伸
子
）

神楽坂食堂 牛込区横寺町１
（新宿区）
下谷区車坂町25
（台東区）
神田区鎌倉町２
（千代田区）
浅草区小島町1-33-3
（台東区）
麹町区丸ノ内21-1
（千代田区）
麹町区九段1-2-1
（千代田区）
本郷区真砂町36
（文京区）
深川区住吉町2-12
（江東区）
小石川区大塚仲町16
（文京区）
芝区海岸通2-10
（港区）
本所区業平橋5-7
（墨田区）
本所区緑町1-4
（墨田区）

日本橋区茅場町1-6-5
（中央区）
芝区田町4-20
（港区）
深川区門前仲町16
（江東区）

渋谷区千駄ヶ谷町5-1003
（渋谷区）

上野食堂

神田食堂

三味線堀食堂

丸ノ内食堂

九段食堂

真砂町食堂

猿江食堂

大塚食堂

芝浦食堂

柳島食堂

新宿食堂

茅場町食堂

田町食堂

深川食堂

緑町食堂（旧相生町食堂）

大正９年
（1920）
大正９年
（1920）
大正12年
（1923）
大正13年
（1924）
大正13年
（1924）
大正13年
（1924）
大正15年
（1926）
大正15年
（1926）
昭和2年
（1927）
昭和2年
（1927）
昭和4年
（1929）

昭和6年
（1931）
昭和6年
（1931）
昭和7年
（1932）
昭和7年
（1932）

昭和5年
（1930）

名称 所在地（現在） 開設年

表　昭和７年当時の市設食堂

定
　
食 

朝 
 

甲　

10
銭

 
 
 

乙　

８
銭

 

昼 

夕 

甲　

15
銭

 
 
 

乙　

10
銭

嗜
好
品

　
　

和
洋
食
ラ
ン
チ
類 

50
銭

　
　

同 

40
銭

　
　

和
洋
食
ラ
ン
チ
、親
子
丼 

30
銭

　
　

天
丼
、ハム
ラ
イ
ス
類 

20
銭

　
　

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、肉
ウ
ド
ン
類 

15
銭

　
　

サ
ラ
ダ
、フ
ラ
イ
類 

10
銭

　
　
パ
ン
、飯（
大
盛
）類 

７
銭

　
　

並
ウ
ド
ン
、飯（
小
盛
）類 

５
銭

　
　

香
ノ
物（
上
） 

３
銭

　
　

同（
並
） 

２
銭

飲
物
菓
子
及
果
物

　
　

ケ
ー
キ
類 

10
銭

　
　

カ
ス
テ
ー
ラ
、ソ
ー
ダ
水
類 

７
銭

　
　

ミ
ル
ク
、コ
ー
ヒ
ー
類 

５
銭

　
　

生
果 

時
価

　
　

緑
茶 

２
銭
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千
葉
房
総
半
島
の
南
端
、
南
房
総
市
沓く
つ

見み

に
莫な

越こ
し

山や
ま

神
社
と
い
う
延
喜
式
内
社
が
鎮
座

し
て
い
ま
す
。
延
喜
式
内
社
と
は
、「
延
喜

式
神
明
帳
（
式
）」
に
登
載
さ
れ
て
い
る
神

社
を
指
し
、
古
く
か
ら
信
仰
を
集
め
て
い
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
神
社
の
由
緒
に
よ
れ

ば
、
神
武
天
皇
元
年
に
天
あ
め
の
と
み
の
み
こ
と

富
命
が
忌
部
の
諸

氏
を
率
い
て
安
房
国
に
来
臨
し
、
随
行
し
た

天あ
ま
の
こ
た
み
の
み
こ
と

小
民
命
と
御お

道み
ち
の
み
こ
と
命
の
祖
神
で
あ
る
手た

置お
き

帆ほ

負お
い
の

命み
こ
と

、
彦ひ
こ

狭さ

知し
り
の

命み
こ
と

を
こ
の
神
社
の
あ
る
土
地

に
お
ま
つ
り
し
た
と
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
手
置
帆
負
命
、
彦
狭
知
命
は
工
匠
、

家
屋
守
護
の
祖
神
で

あ
っ
た
た
め
、
古
く

か
ら
大
工
職
な
ど
家

屋
造
作
に
関
わ
る
人

の
信
仰
が
篤
か
っ
た

よ
う
で
す
。
神
社
境

内
に
は
、
明
治
42
年

（
１
９
０
９
）
建
立
の

「
莫
越
山
神
社
祖
神
講

再
興
碑
」
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
内
容
を
見
る

と
次
の
よ
う
な
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
宝

暦
11
年
（
１
７
６
３
）

に
江
戸
講
中
の
京
橋
弓

町
（
中
央
区
銀
座
２
丁

目
）
の
大
工
渡
辺
万
右

衛
門
、
渡
辺
平
八
が
神

社
に
奉
納
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
文
政
10
年

（
１
８
２
７
）
３
月
に
は
、
江
戸
橘
町
（
中

央
区
東
日
本
橋
３
丁
目
ほ
か
）
の
石
工
伊
賀

屋
定
吉
が
狛
犬
一
対
を
寄
進
す
る
な
ど
、
江

戸
市
中
の
大
工
や
石
工
職
の
信
仰
を
集
め
て

い
た
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。

　

境
内
に
は
地
元
の
人
々
の
奉
納
物
よ
り

も
、
四
谷
や
浅
草
、
葛
飾
の
大
工
職
な
ど
で

結
ば
れ
た
祖
神
講
が
奉
納
し
た
石
造
物
が
多

く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
次
に
あ
げ

る
本
所
区
大
工
職
業
組
合
が
奉
納
し
た
頌
徳

碑
も
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
石
碑
に
よ
れ

ば
、
本
所
区
大
工
職
業
組
合
は
、
明
治
29
年

（
１
８
９
９
）
３
月
17
日
に
東
京
府
の
「
御

認
可
」
を
受
け
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
頭
取
と
し
て
室
田
兼
次
郎
ほ
か
13

名
の
名
前
が
刻
ま
れ
、
裏
面
に
は
碑
の
建
立

年
で
あ
る
大
正
12
年
（
１
９
２
３
）
６
月
吉

日
の
日
付
と
建
碑
の
奉
納
者
が
連
名
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
江
戸
市
中
の
大
工
職
な
ど
に

信
仰
が
厚
か
っ
た
莫
越
山
神
社
は
、
明
治
に

入
る
と
祖
神
講
社
と
名
付
け
た
分
社
を
浅
草

に
設
立
し
ま
す
。
明
治
８
年
（
１
８
７
５
）

10
月
７
日
、
東
京
府
下
第
六
大
区
五
小
区
深

川
東
森
下
町
四
十
八
番
地
の
立
川
小
兵
衛
を

世
話
人
惣
代
、
第
五
大
区
一
小
区
浅
草
新
福

井
町
二
番
地
の
間
宮
彦
一
郎
を
願
人
と
し

て
、「
講
社
名
儀
并
教
会
所
設
立
御
願
」（
東

京
都
公
文
書
館
蔵
）
が
東
京
府
知
事
大
久
保

一
翁
に
宛
て
て
提
出
さ
れ
ま
す
。

　

願
書
に
よ
れ
ば
、
莫
越
山
神
社
は
「
御
府

下
」（
江
戸
）
に
お
い
て
も
、
古
来
よ
り
木

匠
や
諸
匠
た
ち
が
「
格
別
信
仰
」
し
て
お
り
、

既
に
莫
越
山
祖
神
講
と
称
す
る
信
仰
集
団
が

組
織
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
明
治
６
年
に
大
教

院
か
ら
出
さ
れ
た
「
教
会
大
意
」
に
従
っ
て
、

莫
越
山
祖
神
講
を
結
社
と
し
て
設
立
し
、
浅

草
西
鳥
越
町
甲
二
番
地
に
教
会
所
を
建
設
し

た
い
と
い
う
の
が
、
願
書
の
趣
旨
で
し
た
。

　

願
書
に
登
場
す
る
「
教
会
大
意
」
は
、
明

治
５
年
に
設
立
さ
れ
た
大
教
院
に
よ
っ
て
制

定
さ
れ
た
も
の
で
す
。
大
教
院
は
、
明
治
新

政
府
が
推
進
し
た
宗
教
政
策
に
よ
っ
て
設
置

さ
れ
た
教
部
省
所
管
の
民
間
団
体
で
す
。
明

治
初
年
は
廃は
い
ぶ
つ仏
毀き
し
ゃ
く釈
の
考
え
方
に
よ
っ
て
、

寺
院
が
大
き
な
打
撃
を
受
け
ま
す
が
、
仏
教

各
宗
の
提
唱
に
よ
っ
て
、
神
仏
合
併
を
目
論

ん
で
大
教
院
を
設
立
し
ま
す
（『
国
史
大
辞

典
』）。
こ
の
大
教
院
の
打
ち
出
し
た
施
策
の

一
つ
に
「
教
会
大
意
」
が
あ
り
ま
し
た
。　

「
教
会
大
意
」
は
同
時
に
出
さ
れ
た
「
三
条

教
憲
」
と
連
動
し
て
い
ま
す
。
敬
神
愛
国
の

体
を
保
ち
、
天
理
人
道
を
明
ら
か
に
し
、
皇

上
を
奉
戴
し
、
朝
旨
を
遵
守
す
べ
き
と
い
う

「
三
条
教
憲
」
を
基
と
し
、
10
条
に
わ
た
っ

て
組
織
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
示
し
た
も

の
で
す
。
こ
の
「
教
会
大
意
」
に
よ
っ
て
、

富
士
講
や
黒
住
教
な
ど
の
信
仰
も
明
治
政
府

に
よ
っ
て
宗
教
組
織
と
し
て
認
可
さ
れ
ま
し

た
。
莫
越
山
神
社
祖
神
講
社
も
こ
の
よ
う
な

莫
越
山
神
社
と
祖
神
信
仰

莫
越
山
神
社
と
祖
神
信
仰

江
東
歴
史
紀
行

〜
江
戸
東
京
の
大
工
職
組
合
〜

写真１　本所区大工職業組合頌徳碑（莫越山神社）
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形
で
、
莫
越
山
神
社
の
東
京
分
社
と
し
て
そ

の
信
仰
の
拠
点
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

教
会
は
願
人
で
あ
る
間
宮
彦
一
郎
の
居
宅

の
脇
に
設
け
ら
れ
、
分
社
の
ほ
か
拝
殿
や
池

な
ど
も
配
置
さ
れ
た
も
の
で
し
た
（「
講
社

名
儀
并
教
会
所
設
立
御
願
」　

東
京
都
公
文

書
館
蔵
）。
こ
の
分
社
設
立
に
あ
た
っ
て
は
、

１
６
４
人
も
の
人
々
か
ら
二
千
円
も
の
寄
付

金
を
集
め
て
い
ま
す
。
江
東
区
域
で
は
、
亀

戸
町
14
番
地
の
中
田
蔵
次
郎
、
深
川
上
大
島

町
13
番
地
の
鈴
木
庄
五
郎
ら
の
名
前
が
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
（「
莫
越
山
神
社
分
社
永
続

方
法
」　

東
京
都
公
文
書
館
蔵
）。
講
社
設
立

の
世
話
人
惣
代
と
な
っ
た
立
川
小
兵
衛
や
、

寄
付
金
を
出
し
た
中
田
や
鈴
木
と
い
っ
た
人

物
の
来
歴
は
不
明
で
す
が
、
大
工
職
に
関
係

の
あ
る
人
々
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
ま

す
。

　

そ
の
後
の
記
録
は
、
管
見
の
限
り
見
あ
た

り
ま
せ
ん
が
、
莫
越
山
神
社
が
作
成
し
た
講

社
の
起
源
沿
革
に
よ
れ
ば
、
教
会
は
本
所
に

移
さ
れ
、
明
治
39
年
（
１
９
０
６
）
３
月
に

本
所
区
大
工
職
業
組
合
に
管
理
が
依
頼
さ
れ

た
と
あ
り
ま
す
。
当
時
の
組
合
長
は
白
鳥
豊

次
郎
で
、
前
述
の
頌
徳
碑
に
も
頭
取
と
し
て

名
前
が
載
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
所
区
大
工
職
業
組
合
は
、
頌
徳
碑
の
刻

銘
に
よ
っ
て
、
明
治
29
年
３
月
17
日
に
東
京

府
の
認
可
を
受
け
た
こ
と
は
確
認
で
き
ま
す

が
、
そ
れ
以
外
の
詳
細
に
つ
い
て
は
よ
く
分

か
ら
な
い
の
が
現
状
で
す
。
大
工
職
に
よ
る

組
合
は
、
江
戸
時
代
の
大
坂
や
堺
で
大
工
仲

間
が
組
織
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
ま

す
（
遠
藤
元
男
『
近
世
職
人
の
世
界
』
雄
山

閣
）。
江
戸
で
も
同
様
な
組
織
が
あ
っ
た
も

の
と
想
像
さ
れ
ま
す
が
、
資
料
と
し
て
は
残

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

近
代
に
入
る
と
、
東
京
で
は
明
治
21
年
に

東
京
大
工
職
業
組
合
が
組
織
さ
れ
ま
す
。
そ

の
規
約
に
よ
れ
ば
、
東
京
大
工
職
業
組
合
の

会
員
は
「
東
京
府
下
ニ
一
家
ヲ
為
シ
独
立
シ

テ
大
工
職
業
ヲ
営
ム
モ
ノ
」
と
し
、
大
工
職

業
の
定
義
は
木･

石･

鉄･

錬
（
煉
）
瓦
等

の
諸
材
料
を
使
用
し
て
、
宮
殿･

社
宇･

堂

塔･

家
屋･

倉
庫･

門
墻･

橋
梁
や
器
械
工

場
等
を
築
造
す
る
人
々
を
示
し
て
い
ま
す
。

組
合
は
東
京
府
下
の
15
区
、
６
郡
を
地
区
別

し
て
お
り
、
本
所
区
大
工
職
業
組
合
は
こ
の

組
織
の
後
進
団
体
か
何
ら
か
の
関
係
が
あ
っ

た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

　

莫
越
山
神
社
の
神
輿
蔵
内
に
は
古
い
奉

納
額
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
９
年

（
１
９
３
４
）
９
月
１
日
付
で
奉
納
さ
れ
た

奉
納
額
の
右
脇
に
は
、「
東
京
大
震
災
十
三

年
記
念
」
と
彫
ら
れ
、
下
部
に
は
「
睦
会
」

と
あ
り
ま
す
。
額
の
内
側
は
鏡
餅
の
飾
り
、

下
段
に
は
奉
納
者
の
札
が
は
め
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
奉
納
者
の
住
所
を
見
る
と
、
本
所
、

向
島
区
内
の
人
々
の
中
に
「
亀
戸
四　

藤

村
」、「
亀
戸　

鈴
木
」
と
い
っ
た
城
東
区
域

の
名
前
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

下
段
に
「
四
ツ
木
橋　

室
町
」
と
い
う
名
前

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
会
社
も
も
と
も
と
は

亀
戸
町
で
創
業
し
た
大
工
職
で
し
た
。

　
「
睦
会
」
と
の
み
名
前
が
入
れ
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
下
段
の
中
に
「
小
梅　

白
鳥
」
と

あ
り
ま
す
。
本
所
区
大
工
職
業
組
合
の
頭
取

と
し
て
白
鳥
豊
次
郎
の
名
前
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
「
睦
会
」
は
本
所
区
大
工
職
業
組

合
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ
る
と
想
像
さ
れ

ま
す
。
本
所
区
と
い
い
な
が
ら
、
向
島
や
亀

戸
あ
た
り
の
大
工
職
の
名
前
も
入
っ
て
お

り
、
こ
れ
は
明
治
21
年
の
町
村
制
施
行
前
に

亀
戸
村
を
は
じ
め
柳
島
、
小
梅
な
ど
と
い
っ

た
村
々
が
錯
綜
し
て
い
た
名
残
り
な
の
で

し
ょ
う
。

　

現
在
、
本
所
に
置
か
れ
て
い
た
と
さ
れ
る

分
社
は
存
在
せ
ず
、
奉
納
さ
れ
て
い
た
も
の

な
ど
も
莫
越
山
神
社
に
戻
っ
て
き
て
い
る
よ

う
で
す
。
今
で
も
大
工
職
や
建
築
会
社
の
信

仰
が
篤
く
、
団
体
バ
ス
で
参
拝
す
る
人
々
も

訪
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
・
東
京
の
大
工
職
の

実
態
に
つ
い
て
は
、
良
く
分
か
ら
な
い
部
分

が
多
い
も
の
の
、
そ
の
繋
が
り
を
示
す
貴
重

な
資
料
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

末
筆
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
調
査
に

あ
た
っ
て
は
齋
東
清
道
さ
ん
、
室
町
幸
治
さ

ん
に
い
ろ
い
ろ
と
ご
教
示
頂
き
ま
し
た
。
こ

の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
文
化
財
専
門
員　

龍
澤 

潤
）

写真２　東京大震災十三年記念本所睦会奉納額
（莫越山神社蔵）
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２
枚
の
古
写
真
は
、
い
ず
れ
も
大
島
に
あ

る
中
央
通
り
沿
い
の
戦
前
の
様
子
を
撮
影
し

た
貴
重
な
写
真
で
す
。

　

１
枚
目
は
、
３
代
続
け
て
大
島
に
お
住
ま

い
の
我
妻
尚
道
氏
の
所
蔵
品
で
、
大
正
14
年

（
１
９
２
５
）
９
月
に
水
の
事
故
で
幼
く
し

て
亡
く
な
っ
た
、
我
妻
氏
の
お
じ
に
あ
た
る

方
の
葬
送
の
様
子
が
写
さ
れ
て
い
ま
す
。
中

央
通
り
と
中
の
橋
通
り
の
十
字
路
か
ら
東
側

を
向
い
て
撮
影
さ
れ
ま
し
た
。
右
手
奥
の
神

輿
風
の
も
の
は
現
在
の
霊
柩
車
に
あ
た
り
、

左
手
の
旗
は
町
旗
と
み
ら
れ
ま
す
。
こ
の
写

真
は
、
東
京
大
空
襲
の
時
に
我
妻
氏
の
祖
父

母
が
持
ち
出
し
て
戦
災
を
逃
れ
た
、
お
宅
に

残
る
唯
一
の
戦
前
の
写
真
だ
そ
う
で
す
。

　

２
枚
目
は
大
島
７
丁
目
の
長
谷
川
富
士
子

氏
が
お
持
ち
の
写
真
で
、
中
央
通
り
に
あ
っ

た
宿
屋
「
富
士
屋
」
を
写
し
た
も
の
で
す
。

記
念
写
真
と
み
ら
れ
ま
す
が
、
何
の
折
り
に

撮
影
し
た
も
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
富
士

屋
は
長
谷
川
氏
の
本
家
が
営
ん
で
い
た
旅
宿

兼
下
宿
で
、
富
山
の
薬
売
り
の
定
宿
で
も
あ

り
ま
し
た
が
、
詳
し
い
場
所
は
不
明
で
す
。

丸
八
通
り
よ
り
は
東
側
に
あ
り
、
向
か
い
に

は
読
売
新
聞
の
販
売
所
、
近
く
に
は
林
病
院

が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
長
谷
川
氏
は
戦
時
中

に
富
山
に
疎
開
し
て
い
た
た
め
、
こ
の
写
真

は
空
襲
の
被
害
に
遭
わ
ず
に
済
ん
だ
と
の
こ

と
で
す
。

　

ど
ち
ら
の
写
真
で
も
、
中
央
通
り
は
ま
だ

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
舗
装
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
写
っ
て
い
る
人
々
は
和
服
で
正
装
し

て
い
ま
す
。

（
文
化
財
専
門
員　

中
西　

崇
）

　

旧
東
京
市
深
川
食
堂
（
国
登
録
有
形
文
化

財
建
造
物
）
は
昭
和
7
年
建
築
の
関
東
大
震

災
後
の
復
興
建
築
物
で
す
。
戦
後
、
職
業
安

定
所
と
な
り
、
昭
和
54
年
に
区
に
移
管
さ
れ

た
後
は
、
内
職
補
導
所
、
障
害
者
授
産
施
設

と
し
て
平
成
18
年
ま
で
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
建
物
は
、
関
東
大
震
災
の
復
興
に

よ
っ
て
本
格
化
し
た
、
東
京
と
い
う
都
市
の

近
代
化
を
伝
え
る
建
築
物
と
し
て
、
そ
し
て
、

昭
和
初
期
の
最
先
端
の
構
造
技
術
、
建
築
デ

ザ
イ
ン
を
伝
え
る
数
少
な
い
現
存
施
設
と
し

て
の
歴
史
的
価
値
を
持
つ
重
要
な
施
設
で

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
今
後
も
活
用
し
な
が

ら
保
存
・
伝
承
し
て
い
く
こ
と
と
し
、
昨
年

度
に
改
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

近
代
東
京
の
建
物
の
特
徴
、
歴
史
を
伝
え

る
と
共
に
、
今
後
は
観
光
及
び
新
た
な
文
化

の
発
信
拠
点
と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

2
階
建
て
の
建
物
の
う
ち
、
1
階
部
分
は

観
光
案
内
・
発
信
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
区
内

の
様
々
な
観
光
資
源
の
紹
介
や
新
た
な
資
源

の
発
掘
を
行
い
ま
す
。
2
階
部
分
は
新
し
い

文
化
の
発
信
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
自
主
企
画

展
や
美
術
展
を
開
催
す
る
ほ
か
、
文
化
イ
ベ

ン
ト
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
等
の
用
途
で
貸
出
を
行

い
ま
す
。
な
お
、
館
の
運
営
は
深
川
観
光
協

会
が
行
な
い
ま
す
。

　

10
月
10
日
か
ら
オ
ー
プ
ン
記
念
企
画
展
示

「
深
川
東
京
モ
ダ
ン
館
の
時
代
」（
観
覧
無
料
）

を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
オ
ー
プ
ン
日
当
日

に
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
ま

す
。
是
非
一
度
深
川
東
京
モ
ダ
ン
館
に
足
を

お
運
び
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
8
時

休
館
日　

月
曜

（
休
日
の
場
合
、
翌
営
業
日
休
）

入
館
料　

無
料（
2
階
は
有
料
の
場
合
有
り
）

問
合
せ　

深
川
東
京
モ
ダ
ン
館

　
　
　
　
　

江
東
区
門
前
仲
町
１
│
19
│
15

　
　
　
　
　

☎
０
３
（
５
６
３
９
）
１
７
７
６

旧
東
京
市
深
川
食
堂
を
再
生
活
用

深
川
東
京
モ
ダ
ン
館
10月10日
オープン装飾のない水平に連続するスチールサッシュの窓が特徴の外観

竣工当時の姿を残し
ている 1階と 2階を
つなぐ階段室部分
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